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ズ
磨
謂
声
上
に
加
え
、
電
気
料
金
弓
き
上
り
を
に
ら
え
た
生
だ
防
衛
Ｃ
側
面
も
と
そ
よ
う
た
‘

邸
Ｆ
・一「知
る
」手
始
．め
に

「
ア
イ
ロ
．ン
掛
け
は
意
外
と

電
気
食
う
ん
や
な
」

「
昨
日
ホ

ッ
ト
プ
レ
ー
ト
使

つ
た
か
ら
数

字
が
上
が
っ
て
た
わ
」
。
大
阪

市
に
住
む
辻
洋
さ
ん

（
７‐
）
は
、

妻
と
電
気
に
関
す
る
会
話
が
増

え
た
。
電
気
量
が
常
時
わ
か
る

「
見
え
る
化
機
器
」
を
昨
年
７

月
に
借
り
た
た
め
だ
。

電
気
の
使
用
量
を
時
間
帯
ご

と
に
確
認
で
き
、
日
標
以
上
に

使
い
過
ぎ
る
と
赤
く
光

っ
て
ブ

ザ
ー
が
鳴
る
。　
天
「
は
３

一
５

１
０

（
ｋ
Ｗ
ｈ
）
で
、
い
つ
も

よ
り
少
し
多
め
。
結
果
が
見
え

る
の
で
励
み
に
な
る
」
。
今
で

は
製
品
の
電
力
消
費
の
傾
向
が

わ
か
り
、
表
計
算
ソ
フ
ト
に
数

字
を
入
力
す
る
の
が
楽
し
い
。

自
然
体
で
省
エ
ネ

２
人
暮
ら
し
の
辻
さ
ん
の
電

気
代
は
年
１０
万
～
Ｈ
万
円
台
だ

っ
た
が
、
昨
年
は
２２
％
減
の
８

万
３
３
４
０
円
に
な

っ
た
。
冬

に
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
を
育
て
る
た

め
に
使
う
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー
の

電
力
消
費
が
大
き
い
と
わ
か

っ

た
が
、
大
切
な
趣
味
な
の
で
続

― ― ―
― ― ― 一 |

け
る
。　
一
方
で
１３
階
に
住
む
利

点
を
生
か
し
ヽ
夏
は
エ
ア
コ
ン

を
極
力
使
わ
ず
窓
を
開
け
る
。

「
無
理
は
続
か
な
い
」
と
、
自

然
体
で
省

エ
ネ
に
取
り
組
む
。

こ
の
機
器
を
無
料
で
貸
し
出

し
た
の
は
大
阪
市
。
市
民
の
環

境
意
識
を
高
め
る
た
め
に
１
０

０
台
を
用
意
し
た
一
３０
～
４０
代

の
申
し
込
み
が
多
く
、
利
用
者

の
６９
％
が

「
節
電
に
効
果
が
あ

っ
た
」
と
回
答
し
た
。

■
つよ̈一見

原
発
依
存
度
が
高
い
関
西
地

区
に
と
っ
て
節
電
は
切
実
な
問

題
だ
が
、
市
民
の
受
け
止
め
方

は
様
々
だ
。
象
印
マ
ホ
ー
ビ
ン

の
調
査
で
は
、
昨
夏
に
毎
日
発

表
さ
れ
た

「
で
ん
き
予
報
」
を

気
に
し
て
い
た
主
婦
の
割
合
は

計
画
停
電
を
経
験
し
た
首
都
圏

一
と
籠
す

（大
阪
青
）

で
７６
％
だ

つ
た
が
、
関
西
は
６４

％
。
大
阪
市
が
貸
与
し
て
い
る

機
器
も
在
庫
が
あ
る
一
同
市
環

境
計
画
課
は

「
ま
ず
電
力
消
費

の
状
況
を
把
握
し
て
、
節
電
に

生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。

「
４
人
家
族
で
電
気
代
が
月

２
千
円
と
話
す
と
驚
か
れ
ま

古
石
さ
ん
が
住
む
地
域
で
は

同
時
に
使
え
る
電
力
■
の
上
限

に
よ
っ
て
，、
１０
～
６０
Ａ

（ァ
ン

ペ
ア
Ｙ
の
７
段
階
の
基
本
料
金

が
選
べ
る
が

「契
約
内
容

ヽ
を
蜘

う
な
い
家
庭
も
多
い
」
の
が
実

情
。
そ
こ
で
鶏
化
製
品
の
使
用

量
を
専
用
機
器
で
調
べ
、
各
家

庭
の
使
用
状
況
に
応
じ
た
契
約

へ
の
切
り
替
え
を
促
す
。

一

ダ
ウ
ン
ア
ン
ペ
ア
す
る
と
、

複
数
の
製
品
を
従
来
の
よ
う
に

一
度
に
は
使
え
な
く
な
る
場
合

が
あ
る
。
ま
た
、
古
石
さ
ん
の

地
域
で
は
原
則
１
年
元
に
戻
せ

な
い
。
た
だ
、
古
石
さ
ん
は
「電

子
レ
ン
ジ
と
炊
飯
器
を
同
時
に

使
う
こ
と
が
ダ
メ
と
は
思
わ
な

い
し
、
節
電
に
画

一
的
な
正
解

は
な
い
。
今
の
便
利
さ
が
必
要

か
を
個
々
で
判
断
す
る
き

っ
か

け
に
な
れ
ば
」
と
話
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
知
識

を
体
系
的
に
身
に
つ
け
よ
う
と

す
る
人
も
増
え
て
い
る
。
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

（東
京

。

中
央
）
が
昨
年
１２
月
に
実
施
し

た

「家
庭
の
省
エ
ネ

エ
キ
ス
パ

建
物
特
性
を
考
慮
　
一

「昨
年
Ｈ
月
の
節
電
ブ
レ
ー

カ
ーー
の
導
入
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ

・
封
林
耀
鈎
詢
助
江
散
防
出
商
¨

き
た
」
。
千
葉
県
市
川
市
の
佐

藤
三
夫
さ
ん
八
６６
）
は
５８
世
帯

が
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組

合
の
監
事
だ
。
節
電
ブ
レ
ー
カ

ー
は
電
子
制
御
で
効
率
的
に
節

電
す
る
機
器
。
年
１
０
０
万
円

か
か

っ
て
い
た
共
用
部
の
電
気

代
を
減
ら
そ
う
と
採
用
し
た
。

．　
節
電
プ
ラ
ン
を
提
案
し

ン
シ
ョ
ン
Ｅ
Ｃ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

（東
京

。
千
代
田
）
の

中
嶋
康
晴
社
長
は

「
建
物
の
特

性
に
合

つ
た
プ
ラ
ン
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
。
佐
藤

さ
ん
も

「東
日
本
大
震
災
ま
で

は
料
金
の
詳
し
い
仕
組
み
は
知

ら
な
か

っ
た
■
と
話
す
が
、
皆

で
理
解
を
深
め
た
い
と
い
う
。

東
京
電
力
は
企
業
向
け
電
力

料
金
に
続
い
て
家
庭
向
け
の
値

上
げ
を
予
定
し
、
他
の
地
域
に

も
今
後
波
及
す
る
可
能
性
が
あ

る
σ

「
エ
ア
コ
ン
２８
度
」
な
ど

一
般
的
な
節
電
策
の

一
歩
先
を

行
く
取
り
組
み
は
、
ま
す
ま
す

関
心
を
集
め
そ
う
だ
。　
　
　
　
　
．

電気ご使用量のお知らせ

1  家庭の電気、知つていますか ?
1夏の日中件後2時ごろ)の消費■ヵ f

その他10
'待機電カーーー4
照明――― エアコン
テレビー

(注)資源エネルギー庁
推計、全世帯平均

1在宅世帯では全体で1200
ワツトを消費。エアコンの

1節電余地が大きい

舌、
い
コ
ｒ

持
続
性
が
重
要

エ
ネ
ル
ギ
■
問
題
に
詳
し
い

岩
船
由
美
子

。
東
京
大
学
生
産

技
術
研
究
所
准
教
授
の
話

昨
年
が
時
間
の
余
裕
が
な
く

対
応
も
限
ら
れ
た
「
緊
急
節
電
」

だ

っ
た
と
す
れ
ば
、
今
年
か
ら

は

「持
続
可
能
な
節
電
」
が
必

要
だ
。
原
発
停
止
で
燃
料
費
が

膨
ら
み
、
企
業
と
家
庭
共
に
電

気
料
金
が
上
が
る
。
ピ
ー
ク
電

力
の
抑
制
だ
け
で
な
く
、
電
力

消
費
の
総
量
を
減
ら
す
継
続
的

な
省
エ
ネ
が
求
め
ら
れ
る
。

昨
夏
の
節
電
は
突
溌
的
な
停

電
と
い
う
最
悪
の
事
態
を
回
避

で
き
た
点
で
は
成
功
だ

っ
た

が
、
工
場
な
ど
の
生
産
部
門
に

大
き
な
負
担
か
か
か
っ
た
。
生

産
部
門
の
コ
ス
ト
増
は
景
気
や

雇
用
を
通
し
て
個
人
に
は
ね
返

る
た
め
、
家
庭
の
節
電
が
今
後

果
た
す
役
割
は
大
き
い
。


